
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

　

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

高
齢
者
施
設
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
関
係
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

施
設
の
協
力
医
療
機
関
が
接
種
に
対
応

し
て
い
な
い
場
合
に
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
と
聞
く
。
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス

キ
ー
ム
の
確
立
・
拡
充
が
必
要
で
は
な

い
か
。
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
従
事
者
を
含
め

た
接
種
の
加
速
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

施
設
接
種
の
医
師
を
確
保
す
る
た

め
、
医
療
機
関
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進

め
、
出
張
接
種
へ
の
協
力
金
の
活
用
と

協
力
を
呼
び
掛
け
る
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス

関
係
者
へ
は
優
先
接
種
の
周
知
を
行
う
。

　
　

営
業
時
間
短
縮
の
要
請
に
協
力
し

た
飲
食
店
に
支
給
す
る
感
染
症
拡
大
防

止
協
力
金
に
つ
い
て
、
現
在
の
申
請
状

況
、
支
給
実
績
、
申
請
受
理
か
ら
支
給

ま
で
に
要
し
て
い
る
日
数
を
伺
う
。

　
　

６
月
18
日
ま
で
に
申
請
１
９
２
０

件
、
う
ち
１
８
０
５
件
は
順
次
振
り
込

み
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
支
給
ま
で

約
２
週
間
か
ら
３
週
間
を
要
し
て
い
る
。

●新型コロナウイルス
感染症拡大防止協力金

　新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、新
潟県が行う営業時間短縮
の協力要請に全面的に協
力した飲食店などに対し
て支給する協力金。
　支給額は施設の事業規
模（売上高または売上高
の減少額）による。

多
頭
飼
育
崩
壊
へ
の
対
応
と

　

奨
学
金
返
還
特
別
免
除
制
度
の
拡
充

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

環
境
省
は
昨
年
度
ま
と
め
た
多
頭

飼
育
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
社
会

福
祉
部
局
、
動
物
愛
護
部
局
な
ど
多
様

な
関
係
主
体
が
連
携
・
協
働
し
た
予
防

と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
考
え
方

や
対
策
を
示
し
て
い
る
。
本
市
で
は
多

頭
飼
育
崩
壊
の
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
を
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

多
頭
飼
育
崩
壊
を
防
ぐ
に
は
、
初

期
段
階
で
の
発
見
と
そ
の
後
の
対
応
、

再
発
防
止
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。

民
間
の
動
物
愛
護
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、
会
議
・
研
修
会
な
ど
を
通

じ
て
協
力
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

●多頭飼育崩壊
　多数の動物を飼育する中、適正に飼育
できる数を超えた結果、経済的に破綻す
るなど、動物の飼育ができなくなる状況
のこと。飼い主の生活状況だけでなく、動
物の状態や周辺生活環境も悪化する。
　この状況を未然に防ぐため「新潟市動
物の愛護及び管理に関する条例」で、犬
猫合せて10匹以上を飼育している場合の
届け出を義務付けている。

　
　

定
住
し
就
職
す
る
な
ど
の
条
件
で

奨
学
金
の
返
済
を
自
治
体
が
支
援
す
る

と
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
国
の
制

度
を
活
用
し
て
、
本
市
の
奨
学
金
返
還

特
別
免
除
制
度
を
拡
充
し
、
若
者
の
定

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

若
者
の
地
元
定
着
を
進
め
る
こ
と

は
有
意
義
で
あ
り
、
先
行
都
市
の
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。（
教

育
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る

　

交
通
弱
者
へ
の
対
応
と
大
規
模
接
種
会
場

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

高
齢
者
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
い
て
は
、
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
が

な
く
困
っ
て
い
る
方
々
が
接
種
を
諦
め

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
移
動
式
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
バ
ス
や
各
区
に
お
け
る
地
域

の
身
近
な
施
設
に
、
医
師
や
看
護
師
を

派
遣
し
て
接
種
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

身
近
に
接
種
会
場
が
あ
る
と
よ
い

な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
会
場

増
設
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

大
規
模
接
種
会
場
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
経
済
を
立
て
直
す
観
点
か
ら
も
、
接

客
を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
方
々
が

年
齢
に
関
係
な
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

64
歳
以
下
で
も
接
種
の
優
先
度
が

高
い
方
々
へ
の
接
種
を
進
め
る
こ
と
は
、

感
染
拡
大
と
重
症
化
を
防
ぐ
目
的
か
ら

も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
接
種

が
お
お
む
ね
完
了
す
る
め
ど
が
立
つ
と

判
断
で
き
れ
ば
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
と

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置

細
野　

弘
康

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
が
問
わ

れ
て
い
る
。
各
セ
ン
タ
ー
で
蓄
積
さ
れ

た
子
育
て
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
や
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
今
後
の
在
り
方
を

し
っ
か
り
と
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
は
施
設
間
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
と
と
も

に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
を
地
域
の
相
談
体
制
の

構
築
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

今
後
設
置
さ
れ
る
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
は
、
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
る
上
で
大
き
な
土
台
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
や
保
護
者
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
拡
充
に
つ

な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
設
置
に

よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
何
か
伺
う
。

　
　

支
援
拠
点
が
、
子
ど
も
・
子
育
て

に
関
す
る
相
談
窓
口
と
一
体
化
さ
れ
る

こ
と
で
、
市
民
が
よ
り
相
談
し
や
す
く

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●子ども家庭総合支援拠点
　平成28年の児童福祉法等の一部
を改正する法律により、市区町村
が子どもを取り巻く福祉向上を目
的に設置に努めるとされたもの。
　子どもとその家庭および妊産婦
に関する支援（実情の把握、情報
提供、調査、指導、関係機関との
連絡調整など）を一体的に担う機
能を有することとされている。

児
童
養
護
施
設
な
ど
退
所
後
の
支
援
と

　

精
神
障
が
い
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
多
く
は
虐
待
経
験
が
あ
り
、
人
と

の
関
係
づ
く
り
が
苦
手
で
あ
る
な
ど
の

困
難
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。

退
所
後
の
生
活
状
況
が
不
安
定
に
な
ら

な
い
よ
う
、
進
路
相
談
や
居
住
支
援
な

ど
を
専
門
に
行
う
職
員
を
配
置
し
、
自

立
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　

本
市
で
は
児
童
福
祉
司
が
、
里
親

や
施
設
職
員
、
教
育
・
医
療
機
関
と
連

携
し
退
所
後
の
支
援
を
し
て
い
る
が
、

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
に
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
も
検
討
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、

き
め
細
か
な
対
応
も
必
要
で
あ
る
。
大

勢
の
人
が
集
ま
る
集
団
接
種
会
場
に
入

る
こ
と
へ
の
精
神
的
負
担
な
ど
、
不
安

を
抱
え
る
精
神
障
が
い
者
に
対
し
、
個

別
の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

集
団
接
種
で
は
、
事
前
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
、
個
室
の
用

意
や
パ
ニ
ッ
ク
時
の
対
応
な
ど
安
心
し

て
接
種
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

福
祉
施
設
へ
の
市
有
地
な
ど
の
貸
し
付
け
と

　

学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
障
が
い
者
通
所
施

設
は
、
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
自
治
体
が
施

設
建
設
や
運
営
を
行
う
べ
き
と
も
考
え

ら
れ
る
。
本
市
か
ら
福
祉
施
設
へ
の
土

地
・
建
物
の
貸
し
付
け
は
有
償
で
は
な

く
、
原
則
無
償
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

障
が
い
福
祉
施
設
に
対
す
る
市
有

地
な
ど
の
貸
し
付
け
有
償
化
や
減
額
率

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設
立
経

緯
や
財
務
状
況
を
確
認
し
、
事
業
者
と

協
議
の
上
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

　
　

「
生
理
の
貧
困
」
が
起
き
た
各
国

で
は
、
学
校
で
の
生
理
用
品
提
供
は
学

習
権
の
保
障
で
あ
り
、
尊
厳
あ
る
生
理

期
間
を
過
ご
せ
な
い
こ
と
は
人
権
に
関

わ
る
問
題
だ
と
の
議
論
が
あ
る
。
感
染

症
対
策
の
上
で
も
、
学
校
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●生理の貧困
　経済的な理由などにより、生理
用品の入手が困難な状況。
　生理の貧困は、女性の健康の観
点だけでなく、女性としての尊厳
の観点からも重要な問題であるた
め、ひとり親世帯や若年女性、単
身女性などで、さまざまな困難を
抱える女性に寄り添う、多様な支
援の必要性が高まっている。

　
　

困
難
な
状
況
を
抱
え
る
児
童
生
徒

の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
理
用

品
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
実
施
中
の
自

治
体
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
検
討
す
る
。

（
教
育
長
）

出
張
所
の
機
能
強
化
と

　

本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

竹
内　

功

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

　
　
「
何
の
た
め
の
合
併
だ
っ
た
の
か
」

と
の
声
が
、
い
ま
だ
に
旧
町
村
に
あ
る
。

旧
役
場
は
出
張
所
と
な
り
役
場
機
能
が

失
わ
れ
た
が
、
旧
町
村
の
住
民
の
声
が

行
政
に
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
は
合
併

の
弊
害
の
要
因
で
あ
り
、「
役
場
機
能
の

縮
小
」
が
住
民
の
生
活
に
与
え
た
影
響

は
地
域
の
衰
退
で
あ
る
。
出
張
所
の
機

能
強
化
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

各
出
張
所
は
地
域
密
着
の
機
関
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、

機
能
の
一
律
強
化
は
難
し
く
、
各
地
域

で
の
行
政
機
関
や
公
共
施
設
全
体
の
在

り
方
と
と
も
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を

表
明
し
た
本
市
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
を
公
共
施
設
に
導
入
す

る
具
体
的
な
状
況
に
あ
る
が
、
本
年
度

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

未
利
用
の
市
有
地
で
自
家
消
費
型

太
陽
光
発
電
の
導
入
を
予
定
す
る
他
、

小
規
模
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
の
モ
デ
ル
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

再生可能エネルギー発電事業として中央卸売
市場に設置されているソーラーパネル

にいがた市議会だより 4令和３年（2021年）８月１日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）


